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ま
ほ
ろ
ば
グ
ル
メ
紀
行 

 
 
 
 
 

う
ま
か
も
ん
倶
楽
部 

広
陵
町
笠
に
オ
䤀
プ
ン
し
た
䣓
激
お

こ
ぷ
ん
ぷ
ん
ま
る
䣔
名
前
が
お
も
し
ろ

く
て
入
䣬
て
し
ま
い
ま
し
た
䣎
普
通
の 

 

こ
じ
ん
ま
り
し
た
お
好
み
焼
の
お
店 

で
し
た
䣎
鉄
板
に
火
を
い
れ
て
䣍
そ 

こ
に
焼
き
あ
が
䣬
た
焼
き
そ
ば
に
お 

好
み
焼
き
を
の
せ
て
食
べ
る
タ
イ
プ 

で
す
䣎
醤
油
味
が
あ
䣬
た
の
で
頼
み
ま

し
た
が
䣍
味
が
濃
く
な
り
䣍
ソ
䤀
ス
味

の
方
が
美
味
し
か
䣬
た
で
す
䣎
味
噌
汁

も
一
緒
に
出
て
き
て
䣍
お
好
み
焼
き
䣍 

                                                        

焼
き
そ
ば
䣍
味
噌
汁
は
初
め
て
で
し
た
䣎

興
味
の
あ
る
人
は
一
度
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？ 

お
好
み
焼
き
䣓
激
お
こ
ぷ
ん
ぷ
ん
ま
る
䣔 

住
所 

奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
笠
178 

バ
ス
停 

広
陵
町
さ
わ
や
か
ホ
䤀
ル
２
分 

営
業
時
間 

䥹
月
・
火 

定
休
日
䥺 

水
䣢
土
18
䥽
00
䣢
23
䥽
00 

日    

11
䥽
30
䣢
14
䥽
00 

日 
 

18
䥽
00
䣢
21
䥽
00 

電
話 

0745-45-7179 

 

お
し
䣭
べ
り
食
堂
の 

 
 

開
催
予
定 

 
 
 
 
 

記 

◎
開
催
日
時 

１
月
24
日
䥹
土
曜
日
䥺 

 

午
前
11
䥽
30
䦅
午
後
１
䥽
30 

 

受
付
は
午
前
１１
時
よ
り
午
後
1
時 

◎
開
催
場
所 

 

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
２
F 

◎
参
加
費 

 

お
一
人
様
３
０
０
円 

◎
昼
食
メ
ニ
䣻
䤀 

カ
レ
䤀
ラ
イ
ス
䣍

果
物
䣍
飲
物 

◎
申
込
方
法 

 

か
し
の
き
荘
䥹
４
５-

５
７
６
８
䥺 

へ
電
話
で
申
込
み
し
て
下
さ
い 

◎
申
込
期
間
䥹
５
０
名
先
着
順
䥺 

１
月
６
日
䥹
火
曜
日
䥺
䦅 

１
月
17
日
䥹
金
曜
日
䥺 

 

 

䣗
報
告
・
連
絡
事
項
䣘 

１
䣍
専
門
部
関
係 

 

① 

女
性
部 

⑴
第
２
回
女
性
部
長
会
議 

・
10
月
16
日
䥹
木
䥺 

か
し
の
き
荘
新
館
会
議
室 

論
語
講
座 

三
生
連
・
谷
口
会
長 

参
加
者
５２
名 

⑵
令
和
７
年
度
女
性
部
社
会
見
学 

・
令
和
８
年
１
月
１９
日
䥹
月
䥺 

和
歌
山
方
面 

根
来
寺
等 

 

② 

健
康
部 

⑴
健
康
ウ
䣸
䤀
ク 

・
第
1

6

9 

回
11
月
25
日
䥹
火
䥺 

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 
ス
タ
ン
プ
ラ
リ 

䤀 

紅
葉
寺
4

km
䥹
雨
天
中
止
䥺 

・
第
1

7

0
回
12
月
23
日
䥹
火
䥺 

文
化
セ
ン
タ
䤀
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
䤀 

岩
井
地
蔵
堂
䣢
叶
堂
䣢
平
等
寺 

春
日
神
社
䣢
圓
通
寺
3.

5

km 
 

 

䥹
裏
面
へ
続
く
䥺 

                  

䣕
ま
ご
わ
や
さ
し
い
よ
䣖
皆
さ
ん

聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
か
◇
も
う

何
10
年
も
前
に
流
行
䣬
た
言
葉
で 

䣍
腸
内
環
境
を
整
え
る
食
材
の
頭

文
字
で
す
◇
豆
類
䣍
ゴ
マ
䥹
ナ
䣹 

ツ
等
の
種
実
類
䥺
ワ
カ
メ
䣍
野
菜
䣍
魚
䣍

椎
茸
䣍
芋
類
䣍
ヨ
䤀
グ
ル
ト
◇
成
る
程

で
す
ね
◇
歳
を
重
ね
る
と
お
通
じ
が
な

く
て
䣍
ト
イ
レ
が
大
変
と
い
う
方
が
増

え
て
き
ま
す
◇
䥹
正
月
早
々
す
み
ま
せ

ん
䥺
朝
は
す
䣬
き
り
し
た
目
覚
め
と
共

に
䣍
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
後
䣍
朝
食
を

済
ま
せ
頭
と
腸
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
◇ 

朝
食
を
抜
く
な
ど
以
て
の
外
で
す
◇
一

昨
年
発
表
さ
れ
た
日
本
の
平
均
寿
命
は 

女
性
が
８７
䥼
１３
歳
で
世
界
1
位
䣍
男 

性
は
81
䥼
09
歳
で
6
位
◇
健
康
寿
命 

                                  

も
日
本
73
䥼
40
歳
で
世
界
2
位
と
ど 

ち
ら
も
ト
䣹
プ
ク
ラ
ス
で
す
◇
一
方

国
内
に
10
万
人
い
る
百
歳
以
上
の
男

女
比
は
1
対
9
で
殆
ど
が
女
性
と
い

う
◇
残
念
な
結
果
だ
◇
あ
る
調
査
に

よ
る
と
日
本
の
男
性
が
女
性
程
長
生

き
し
な
い
の
は
䣍
老
後
に
趣
味
も
な
く 

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
䣍
心
と

体
の
健
康
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い

か
ら
で
は
な
い
か
と
◇
腸
活
は
勿
論
䣍

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
と
運
動
䣍
そ
し
て
生

き
甲
斐
を
持
つ
事
が
大
切
で
は
と
思

わ
れ
る
䣎 

                                                   

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

令
和
８
年 

元
旦 

理
事
䥹
本
部
役
員
・
地
区
会
長
䥺
一
同 

 本
部
役
員 

会 

長 
 

   
 

   

森  

孝 

嗣 

副
会
長
・
会
計 

 
   

米
田
世
紀
子 

副
会
長
・
女
性
部
長
兼
伝
承
交
流
活
動
部
長 

岡
本
美
智
子 

副
会
長
・
女
性
部
副
部
長      

山
本  

千
歳 

副
会
長
・
健
康
部
長     

半
澤  

盛
雄 

副
会
長
・
健
康
部
副
部
長  

立
崎 

義
治 

副
会
長
・
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
長 

奥
田 

 

徹 

副
会
長
・
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
副
部
長 

中
戸 

資
祝 

副
会
長
・
ク
ラ
ブ
統
括
部
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
宮 

佳
子 

副
会
長
・
ク
ラ
ブ
統
括
部
副
部
長
兼
書
記   

有
村
美
枝
子 

 
 

副
会
長
・
ふ
れ
あ
い
情
報
部
長 

堀
田 

東
作  

会
計
監
査   

 
 
 
 

森 
 

輝
子 

同 
 
 
 
 

  
 

濵
﨑 

晴
美 

参
与 

 
 

  
 
 
 

鵜
飼 

 

勤 
 

地
区
会
長 

鳴
川
会
長 

 
 
 
 

應
田 

博
康 

櫟
原
会
長 

 
 
 
 

吉
村 

憲
二 

 

椿
台
会
長 

 
 
 
 

高
橋 

秀
尹 

緑
䣿
丘
会
長 

 
 
 

奥
田 

  

徹 

菊
美
台
会
長 

 
 
 

飯
沼 

 

清 

椣
原
会
長 

 
 
 
 

植
田 

容
行 

西
向
会
長 

 
 
 
 

岡 
 

伸
子 

上
庄
会
長 

 
 
 
 

坂
本 

博
昭 

上
庄
台
会
長 

 
 
 

中
西 

素
直 

月
見
台
会
長 

 
 
 

西
村 

欣
三 

梨
本
会
長 

 
 
 
 

西
浦 

和
子 

若
葉
台
会
長
代
理 

 

林 
 

佑
幸 

ロ
䤀
ズ
タ
ウ
ン
若
葉
台
会
長     

明
智   

道
夫 

御
陵
苑
会
長 

 
 

  

辻
内
千
代
治 

吉
新
会
長 

 
 
 
 

正
來 

哲
雄 

三
里
会
長 

 
 
 
 

榊
山 

義
弘 

下
垣
内
会
長 

 
 
 

青
木 

孝
幸 

平
等
寺
会
長 

 
 
 

岡
田 

潤
一 

福
貴
会
長 

 
 
 
 

西
田 

哲
郎 

初
香
台
会
長 

 
 
 

木
津 

照
雄 

 

五
月
台
会
長 

 
 
 

和
田 

征
也 

光
䣿
丘
会
長 

 
 
 

松
本 

博
行 

福
貴
団
地
会
長 

 
 

乾 
 

律
子 

福
貴
畑
会
長 

 
 
 

安
村 

則
寛 

久
安
寺
会
長 

 
 
 

乾 
 
 

實 

信
貴
畑
会
長 

 
 
 

森
本
喜
久
治 

椹
原
会
長 

 
 
 
 

奥
田 

吉
永 

越
木
塚
会
長        

塚   

滋
裕 

若
井
会
長
代
理 

 
 

山
田 

清
孝 

西
宮
会
長 

 
 
 
 

光
本 

宏
久 

春
日
丘
会
長 

 
 

     

小
川 

雄
四
郎 

日
立
団
地
会
長 

 
 

中
嶋 

景
三 

椿
井
会
長 

 
 
 
 

榎 
 

恭
秀 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
会
長 

萬
岡 

清
孝 

竜
田
川
団
地
会
長 

 

林
田 

勝
憲 

北
信
貴
ケ
丘
会
長    

藤
田 

紀
彦 

信
貴
山
会
長 

 
 
 

國
分 

信
孝 

発行 

平 群 町 
長 寿 会 
ふれあい 
情報部 

長
寿
会
連
合
会
会
長
年
頭
の
挨
拶 

令
和
７
年
度
年
度
第
５
回
理
事
会 

開
催 

                 
 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

森 
 

孝 

嗣 
 
 

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
䣎
37
地
区
長
寿
会
の
皆
様
方
に
は 

令
和
８
年
の
元
旦
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

旧
年
中
は
当
連
合
会
に
対
し
䣍
温
か
い
ご
支
援
䣍
ご
協
力
を
賜
り
䣍
厚
く
御 

礼
申
し
上
げ
ま
す
䣎
今
年
も
長
寿
会
の
活
動
理
念
に
沿
䣬
て
活
動
し
て
ま
い
り 

ま
す
䣎
又
䣍
行
政
機
関
や
自
治
会
等
の
関
係
団
体
と
も
緊
密
に
連
携
を
図
り
䣍 

高
齢
者
の
中
核
的
活
動
組
織
と
し
て
積
極
的
に
提
言
し
䣍
高
齢
者
福
祉
の
向
上 

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
䣎
昨
年
は
初
め
て
の
会
長
職
と
生
駒
郡
連
合
会
の
会
長 

を
賜
り
活
動
業
務
に
追
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
䣎
今
年
は
少
し
前
に
進
め
る 

覚
悟
で
行
動
を
致
し
ま
す
䣎 

①
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
を
３
月
ま
で
に
作
成
䣍
②
福
祉
課
䣍
社
会
福
祉
協
議
会
の
会 

食
サ
䤀
ビ
ス(

ホ
䣹
と
食
堂)

の
確
立
䣍
③
各
地
区
の
要
望
䣍
応
援
体
制
の
方
法 

④
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
体
制
づ
く
り
䣎
等
々
の
活
動
事
業
に
取
り
組
ん 

で
ま
い
り
た
い
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
早
く
か
ら
猛
威
を
振
る
䣬
て
い
ま
す
䣍
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
䣎
最
後
に
な
り
ま
す
が
䣍
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
り
䣍

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
䣎 

12
月
12
日
䥹
水
䥺
令
和
７
年
度
第
５
回
理
事
会
が
䣍
か
し
の
き
荘
新
館
会
議 

室
に
お
い
て
䣍
32
地
区
会
長
䥹
西
向
䣍
椣
原
䣍
椹
原
䣍
竜
田
川
団
地
䣍
北
信
貴 

䣿
丘
地
区
欠
席
䥺
本
部
役
員
䣍
事
務
局
員
䣍
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

当
日
上
程
さ
れ
た
議
案
は
䣍
原
案
通
り
全
会
一
致
で
全
て
了
承
・
議
決
さ
れ
ま 

し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

協
議
事
項
で
は
定
例
の
䣓
新
年
互
礼
会
䣔

も
多
数
の
参
加
者
が
決
ま
り
感
謝
し
て
い
ま
す
䣎
本
当
に
ご
協
力
有
難
う
御
座 

い
ま
し
た
䣎 
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䥹
表
面
か
ら
続
く
䥺 

・
第
1

7

1
回
1
月
27
日
䥹
火
䥺 

文
化
セ
ン
タ
䤀
9
䥽
30
ス
タ
ン
プ 

ラ
リ
䤀 

銅
鐸
出
土
地
䣢
上
山 

1
・
2
号
線
䣢
白
髭
大
明
神
䣢
剣

上
塚
䣢
西
方
寺
跡
墓
地
52
䣢
下
垣

内
城
跡
䣢
西
宮
城
跡
4km 

⑵
健
康
フ
䣷
ス
タ 

・
10
月
14
日
䥹
火
䥺 

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
２
階 

認
知
症
機
能
低
下
予
防
等
の
講
義 

 

貴
志
講
師 

 
 
 
 
 

参
加
者
27
名 

⑶
平
群
町
ス
ポ
䤀
ツ
フ
䣷
ス
テ
バ
ル 

・
11
月
16
日
䥹
日
䥺
総
合
ス
ポ
䤀
ツ

セ
ン
タ
䤀 

体
力
測
定
等
参
加
者

１
４
６
名  

 

③ 

伝
承
交
流
活
動
部 

⑴
10
月
30
日
䥹
木
䥺
伝
承
交
流
部
定 

例
会
か
し
の
き
荘
小
会
議
室 

⑵
12
月
18
日(

木)

伝
承
交
流
部  

 

定
例
会
か
し
の
き
荘
小
会
議
室 

 ④ 

ふ
れ
あ
い
情
報
部 

⑴
11
月
号
䥽
10
月
18
日
䥹
土
䥺
編
集

委
員
会 

10
月
30
日
䥹
木
䥺 

   

印
刷
・
発
行 

⑵
12
月
号
䥽
11
月
15
日
䥹
土
䥺
編
集 

委
員
会
／
11
月
28
日(

金) 

印
刷
・
発
行 

⑶
1
月
号
䥽
12
月
20
日
䥹
土
䥺
編
集

委
員
会
／
12
月
26
日(

金) 

印
刷
・
発
行 

 

⑤ 

ク
ラ
ブ
統
括
部 

⑴
郡
生
連
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

１１
月
２０
日
䥹
木
䥺
開
催 

・
平
群
町
長
寿
会
は
２８
名
参
加 

全
員
熱
演
さ
れ
ま
し
た
䣎 

⑵
平
群
町
文
化
祭 

・
11
月
3
日
䥹
月
䥺
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ

ブ
䣍
詩
吟
ク
ラ
ブ
䣍
コ
䤀
ラ
ス
ク

ラ
ブ
䣍
女
子
コ
䤀
ラ
ス
ク
ラ
ブ
が

出
演
し
ま
し
た
䣎 

⑶
郡
生
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

11
月
11
日
䥹
火
䥺 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

に
䣍
森
会
長
䣍
二
宮
ク
ラ
ブ
統
括

部
長
出
席 

 

⑥
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部 

⑴
お
し
䣭
べ
り
食
堂
開
催 

・
第
25
回
11
月
22
日(

土) 

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
２F 

参
加
者
56
名
ス
タ
䣹
フ
19
名 

・
第
26
回
1
月
24
日
䥹
土
䥺 

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
２F 

 

２
䣍
本
部
関
係  

⑴
11
月
末
日
現
在
会
員
数
速
報1,668

名 
 
 
 

  

䥹
年
度
当
初
比
▲
18
名
䥺 

⑵
令
和
7
年
度
公
共
交
通
イ
ベ
ン
ト 

・
11
月
10
日
䥹
月
䥺
䣢
11
月
14
日 

(

金
䥺
平
群
町
コ
ミ
䣻
ニ
テ
䣵
バ
ス

全
ル
䤀
ト
無
料 

⑶
令
和
7
年
度
支
え
合
い
ま
ち
づ
く 

り
フ
䣸
䤀
ラ
ム 

・
11
月
21
日
䥹
金
䥺
平
群
町
総
合
文 

化
セ
ン
タ
䤀 

く
ま
が
し
ホ
䤀
ル 

⑷
令
和
7
年
度
第
3
回
平
群
町
地 

域
公
共
交
通
会
議 

く
ま
が
し

m
obi

部
活
動
Ｍaa

Ｓ
実

証
運
行
事
業
䣎
平
群
町
に
と
䣬
て
こ
ど

も
達
の
交
通
に
有
意
義
と
判
断
し
た
の
で

賛
同
し
ま
し
た
䣎 

⑸
令
和
7
年
度
第
2
回
平
群
町
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
協
同
体
の
開
催 

12
月
18
日
䥹
火
䥺
䣢
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ

り
２F 

森
会
長 

出
席 

地
域
支
え
合
う
フ
䣸
䤀
ラ
ム
の
報
告 

事
業
推
進
報
告
件 

⑹
平
群
町
モ
ル
䣹
ク
大
会 

・
12
月
6
日
䥹
土
䥺
場
所 

平
群
町 

中
央
公
園
G
䥹
1
チ
䤀
ム
4
名
䥺 

参
加
者
が
多
数
で
大
会
は
盛
況
裡
に 

終
わ
り
ま
し
た
䣎 

 ３
䣍
郡
生
連
関
係 

⑴
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

・
11
月
11
日
䥹
火
䥺
平
群
町
総
合
ス
ポ

䤀
ツ
セ
ン
タ
䤀
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
晴
天

の
中
䣍
平
群
町
長
の
挨
拶
䣍
森
会
長
䣍

二
宮
ク
ラ
ブ
統
括
部
長
が
出
席
䣍
73

名
が
参
加
し
て
開
催
䣎
平
群
町
の
光

䣿
丘
の
女
性
が
優
勝
し
て
䣍
大
会
を

終
え
ま
し
た
䣎 

⑵ 

指
導
者
研
修
会 

・
11
月
12
日
䥹
水
䥺
䣢
13
日
䥹
木
䥺
䣍

愛
知
県
三
河
湾
方
面
に
参
加
者
40
名

の
指
導
者
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
䣎

バ
ス
の
中
で
福
祉
課
か
ら
頂
い
た
資

料
に
基
づ
き
䣍
平
群
の
歴
史
を
30
分

程
度
講
義
䣎
西
浦
温
泉
に
泊
ま
り
䣍

翌
日
は
䣍
白
だ
し
醤
油
工
場
䣍
半
田

赤
レ
ン
ガ
建
築
物
䣍
常
滑
め
ん
た
い

パ
䤀
ク
を
見
学
し
て
䣍
無
事
に
研
修

会
を
終
わ
り
ま
し
た
䣎 

⑶
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

・
11
月
20
日
䥹
木
䥺
斑
鳩
町
䣍
い
か
る 

が
ホ
䤀
ル
大
ホ
䤀
ル
で
行
い
ま
し
た
䣎

平
群
町
の
参
加
者
は
２８
名
で
䣍
全
員

熱
演
致
し
ま
し
た
䣎 

当
日
䣍
開
会
式
も
170
名
の
人
が
応
援

者
に
来
て
頂
き
有
難
く
思
䣬
て
い
ま

す
䣎
９９
名
䥹
1
名
䣍
病
欠
䥺
順
調
に

歌
い
終 

わ
り
䣍
無
事
大
会
を
終
わ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

⑷
女
性
料
理
講
習
会 

・
12
月
10
日
䥹
水
䥺
平
群
町
䣍
プ
リ
ズ

ム
へ
ぐ
り
２F 

管
理
栄
養
室 

平
群
町
６
名
䣍
三
郷
町
䣍
斑
鳩
町
䣍

安
堵
町
各
4
名 

計
1８
名 

各
町
各
２
名
講
習
会
に
招
待
䣎
䥹
斑

鳩
町
は
別
途
行
事
が
あ
り
欠
席
䥺 

 
 

大
変
美
味
し
い
キ
䤀
マ
カ
レ
䤀
を

ご
馳
走
に
な
り
䣍
大
変
有
意
義
な 

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
䣎 

 
 

４
䣍
県
老
連
関
係 

⑴
県
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会 

・
10
月
24
日
䥹
金
䥺
場
所
䥽
奈
良
県
社

会
福
祉
セ
ン
タ
䤀 

森
会
長 

出
席 

⑵
令
和
７
年
度
䣓
介
護
予
防
・
健
康 

づ
く
り
リ
䤀
ダ
䤀
養
成
講
座
䣔 

・
養
成
講
座
日
程
䥽
1
月
21
日
䥹
水
䥺

28
日
䥹
水
䥺䣍
2
月
3
日
䥹
火
䥺
の
3
日            

養
成
講
座
受
講
者  

 

山
本
千
歳
䣍 

二
宮
佳
子 

   

 

お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
部 

  

◇
健
康
ウ
オ
䤀
ク 

・
第
171
回
１
月
27
日(

火) 

・
上
山
古
墳
䦅
西
宮
城
跡 

４
㎞ 

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
䤀 

９
䥽
30
集
合 

※
飲
物
・
手
帳
・
雨
具
・(

マ
ス
ク)  

※
当
日
午
前
６
時
50
分
咟
咙
咜
気
象
情

報
䣍
奈
良
県
北
部
の
午
前
中
の
降
水
確

率
が
40
％
以
上
の
と
き
は
中
止 

 
 

第
３３
・
34
回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 

コ
ン
ペ
開
催 

 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

代
表   

田
辺 

幸
雄 

  

10
月
2
日
䥹
木
䥺
ル
䤀
ト
25

 CC
で
19
名 

内 

女
性
3
名
䥺
で
開
催
䣎 

名
阪
国
道
が
針→

小
倉
間
付
近
で
の
ト

ラ
䣹
ク
同
士
の
事
故
の
た
め
大
渋
滞
に

な
り
ス
タ
䤀
ト
が
1
時
間
余
り
遅
れ
ま

し
た
が
䣍
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
ま

し
た
䣎 

第
33
回
成
績
結
果 

優 

勝 
 

中
村 

 

雅
英
䥹
菊
美
台
䥺 

準
優
勝 

 

橋
本 

 

隆
光
䥹
緑
䣿
丘
䥺 

３
位
賞 

 

須
田 

 

孝
二
䥹
三 

里
䥺 

ベ
ス
ト
レ
デ
䣵
䤀
ス
賞 

 
嶋
田 

     

清
美  

䥹
初
香
台
䥺 

 

12
月
4
日
䥹
木
䥺
大
和
高
原
CC
で
18
名

䥹
内 

女
性
2
名
䥺
参
加
で
開
催
䣎 

今
シ
䤀
ズ
ン
最
強
の
寒
波
の
日
に
当
た

り
開
催
を
心
配
し
ま
し
た
䣍
確
か
に
寒

か
䣬
た
で
す
が
䣍
心
配
で
し
た
雪
雨
に

も
逢
わ
ず
プ
レ
䤀
出
来
た
の
が
は
幸
い

で
し
た
䣎 

第
34
回
成
績
結
果 

優 

勝 
 

田
中 

希
治
䥹
竜
田
川
䥺 

準
優
勝 

 

東 
 

久
治
䥹
春
日
丘
䥺 

３
位
賞 

 

岡
本 

好
正
䥹
菊
美
台
䥺 

ベ
ス
ト
レ
デ
䣵
䤀
ス
賞 

 

匿
名
希
望 

 

特
に
女
性
の
方
の
入
会
を
切
に
希
望
し
て
お
り

ま
す
䣎 

  

町
バ
ス
で
の
社
会
見
学 

若
葉
台
長
寿
会 

  

林 

祐
幸 

 

11
月
14
日
䥹
金
䥺
若
葉
台
長
寿
会
の 

䣓
町
バ
ス
研
修
会
䣔
を
実
施
し
ま
し
た
䣎 

好
天
に
恵
ま
れ
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
䣍 

会
員
27
名
が
参
加
し
て
楽
し
い
一
日
を 

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
行
く
先 

は
伊
賀
上
野
方
面
で
䣍
10
時
に
若
葉
台 

集
会
所
前
を
出
発
䣍
約
1
時
間
20
分
の 

快
適
ド
ラ
イ
ブ
で
替
え
歌
カ
ラ
オ
ケ
を 

全
員
で
楽
し
み
食
事
処
に
到
着
し
䣍
美 

味
し
い
食
事
と
コ
䤀
ヒ
䤀
懇
談
で
参
加 

者
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
䣎 

 

食
事
を
終
え
バ
ス
に
て
䣍
伝
統
的
な 

風
情
漂
う
伊
賀
上
野
の
街
並
み
を
見
て 

懐
か
し
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
し
た
䣎 

 

そ
し
て
䣍
目
的
施
設
の
䣓
芭
蕉
翁
記 

念
館
䣔
に
到
着
䣎
記
念
館
で
は
学
芸
員 

さ
ん
の
丁
寧
な
説
明
を
受
け
て
俳
句
の 

名
作
や
生
涯
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま 

し
た
䣎
そ
の
後
䣍
俳
聖
殿
を
見
学
し
䣍 

䣓
伊
賀
組
み
ひ
も
組
匠
の
里
䣔
へ
䣍
伊 

賀
の
伝
統
的
工
芸
品
䣍
組
紐
の
帯
紐
な 

ど
の
和
装
小
物
や
キ
䤀
ホ
ル
ダ
䤀
䣍
ブ 

レ
ス
レ
䣹
ト
等
の
展
示
物
の
美
し
さ
に 

感
心
し
ま
し
た
䣎
午
後
3
時
前
に
駐 

車
場
を
出
発
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
が
䣍 

バ
ス
車
内
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
䤀
ム
を
楽
し 

み
予
定
の
午
後
4
時
過
ぎ
に
若
葉
台 

集
会
所
に
全
員
揃
䣬
て
無
事
に
帰
着 

し
ま
し
た
䣎
こ
の
バ
ス
研
修
会
で
会 

員
間
の
交
流
が
よ
り
深
ま
䣬
た
も
の 

と
感
じ
ま
し
た
䣎 

 

一
年
間
の
家
庭
菜
園 

  

楽
農
ク
ラ
ブ
講
師 

半
澤
盛
雄 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま 

す
䣎
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
䣎 

一
月
は
䣍
春
か
ら
の
作
付
け
計
画
を
立 

て
る
適
期
䣎䣓
寒
起
こ
し
䣔
に
も
最
適 

の
時
期
で
す
䣎 

 

春
か
ら
の
作
付
け
計
画
を
立
て
ま
し 

䣯
う
䣎
育
て
た
い
野
菜
を
主
役
に
据
え
䣍 

各
野
菜
に
場
所
を
振
り
分
け
て
い
き
ま 

す
䣎
栽
培
ス
ペ
䤀
ス
の
広
さ
や
形
䣍
日

当
た
り
を
考
慮
し
䣍
ど
こ
に
な
に
を
作

る
か
考
え
る
の
は
楽
し
い
も
の
䣎
ポ
イ

ン
ト
は
䣍
同
じ
場
所
に
続
け
て
同
じ
科

の
野
菜
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
䣎 

科
ご
と
に
畝
を
分
け
る
と
䣍
輪
作
の
計 

画
が
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
䣎
日
が
良

く
当
た
る
よ
う
䣍
背
の
低
い
野
菜
は
南

側
䣍
背
の
高
い
野
菜
は
北
側
に
植
え
る

の
も
鉄
則
で
す
䣎 

  

＊
䣓
一
月
上
旬
䣔
収
穫
䥹
ニ
ン
ジ
ン 

・
長
ネ
ギ
・
ハ
ク
サ
イ
・
ブ
ロ
䣹
コ
リ 

䤀
・
ミ
ズ
ナ
䥺䣍
生
育
中
䥹
ナ
バ
ナ
・
タ 

マ
ネ
ギ
ニ
ン
ニ
ク
・
イ
チ
ゴ
䥺
䣍 

防
寒
䥹
エ
ン
ド
ウ
・
ソ
ラ
マ
メ
䥺
不
織 

布
を
べ
た
掛
け
䣎
周
囲
に
笹
竹
を
立
て 

て
も
よ
い
䣎 

 
＊
䣓
一
月
中
旬
䣔
収
穫
䥹
ニ
ン
ジ 

ン
・
長
ネ
ギ
・
ハ
ク
サ
イ
・
ブ
ロ
䣹
コ 

リ
䤀
・
ミ
ズ
ナ
䥺
䣎 

＊
䣓
一
月
下
旬
䣔
収
穫
䥹
ニ
ン
ジ 

ン
・
長
ネ
ギ
・
ブ
ロ
䣹
コ
リ
䤀
・
ミ 

ズ
ナ
䥺
䣍
収
穫
終
了
䥹
ハ
ク
サ
イ
䥺
䣎 

 

川
柳
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
旅
行 

川
柳
ク
ラ
ブ
代
表 
高
橋 

秀
尹 

 

よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
䣬
た
11
月
５ 

日
䣍
川
柳
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
秋
恒
例 

の
町
バ
ス
旅
行
を
行
い
ま
し
た
䣎 

 

目
的
地
は
橿
原
市
の
今
井
町
と
橿
原 

考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
で
す
䣎
参 

加
者
26
人
䣍
平
均
年
齢
約
80
歳
䣍
歳
は 

と
䣬
て
も
元
気
溌
剌
の
面
々
で
す
䣎 
 

バ
ス
は
色
づ
き
始
め
た
風
景
の
中
を 

南
下
し
䣍
約
1
時
間
で
今
井
町
に
つ
き 

ま
し
た
䣎
今
井
町
は
江
戸
時
代
の
町
並 

み
が
今
も
残
る
奇
跡
の
町
と
言
わ
れ
て 

い
ま
す
䣎 

町
屋
の
数
５
０
０
軒
䣍
こ 

れ
は
日
本
一
だ
そ
う
で
す
䣎
今
回
は
橿 

原
市
観
光
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
ガ
イ 

ド
の
お
二
人
に
約
2
時
間
に
わ
た
䣬
て 

案
内
し
て
頂
き
䣍
町
並
み
を
た
䣬
ぷ
り 

見
聞
し
ま
し
た
䣎 

 

古
い
町
屋
を
そ
の
ま
ま
使
䣬
た
レ
ス 

ト
ラ
ン
䣓
農
家
の
オ
䤀
ベ
ル
ジ
䣻
・
こ 

も
れ
び
䣔
で
昼
食
を
摂
䣬
た
後
䣍
私
た 

ち
の
散
策
が
終
わ
る
の
を
待
䣬
て
い
た 

か
の
よ
う
に
降
り
出
し
た
雨
の
中
を
䣍 

橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
に
向 

か
い
ま
し
た
䣎 

 

博
物
館
で
は
丁
度
䣍
藤
ノ
木
古
墳
出 

土
品
の
特
別
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
䣍 

古
墳
時
代
の
精
緻
な
装
飾
品
に
感
銘
を 

受
け
ま
し
た
䣎 

 

帰
り
の
バ
ス
内
で
は
虫
食
い
川
柳
の 

穴
埋
め
の
問
題
や
秋
の
歌
の
合
唱
を
行 

い
䣍
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
䣎 

 

今
年
か
ら
䣍
町
バ
ス
を
使
用
で
き
る 

時
間
が
短
く
な
䣬
た
た
め
あ
ま
り
遠
く 

に
は
行
け
ま
せ
ん
が
䣍
䣓
来
年
も
是
非 

企
画
し
て
䣔
と
い
う
声
が
参
加
者
か
ら 

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

 

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
䣓
お
せ
ち
䣔
で
す 

お
正
月
の
定
番
は
華
や
か
な
お
節
料

理
で
す
ね
䣎
今
年
の
料
理
の
お
値
段

は
・
・
・
皆
さ
ん
方
は
如
何
で
し
た
で

し
䣯
う
か
䣎
今
年
こ
そ
安
定
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
䣎 

 

年
毎
に
お
節
の
品
数
減
䣬
て
い
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濵
﨑 

晴
美 

 

は
な
や
か
な
お
せ
ち
の
チ
ラ
シ
財
布
カ
ラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
本 

和
子 

 

独
り
者
お
節
の
チ
ラ
シ
破
り
捨
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

信
夫 

 

段
重
ね
箱
だ
け
ま
ね
る
安
お
せ
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田 

利
治 

 

食
べ
た
い
な
お
節
の
チ
ラ
シ
比
べ
見
る 

宮
崎  

多
喜
代 

 

早
割
の
お
せ
ち
予
約
し
帰
省
待
つ 

山
本 

 

千
歳 

 
 

重
箱
の
隅
を
つ
つ
い
て
お
屠
蘇
飲
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

 

秀
尹 

 
 三

日
掛
け
作
䣬
た
お
節
皆
ペ
ロ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

阿
部 

 

裕
子 

 

お
せ
ち
よ
り
孫
た
ち
と
鍋
賑
や
か
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

相
川 

昌
子 

お
せ
ち
食
べ
今
日
は
満
腹
笑
顔
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

難
波 

尊
志 

短
歌
ク
ラ
ブ
䥹
五
十
音
順 

循
環
䥺 

 

我
が
歩
む
野
の
道
せ
ば
め
繁
り
い
し
薄

の
花
穂
散
り
つ
く
し
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
田 

通
恵 

 

孫
二
人
今
夜
も
会
え
る
ビ
デ
オ
通
話
文

明
の
利
器
は
あ
り
が
た
き
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

飯
田 

陽
子 

 

窓
に
見
る
夕
光
に
照
る
金
勝
寺
の
森
の

紅
葉
名
園
に
ま
け
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 

魚
住 

潤
子 

 

落
人
の
此
処
と
定
め
て
住
み
し
よ
り
千

年
を
継
ぎ
ぬ
湖
の
離
島
に 

(

沖
島
紀
行)

 
 
 
 
 
 

奥
田 

 
 

梓 
 

熊
ち
䣭
ん
も
パ
ン
ダ
の
様
な
愛
ら
し
き

動
物
な
れ
ば
死
な
ず
に
済
ん
だ
に 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

小
東 

隆
子 

 

高
齢
の
吾
に
や
さ
し
き
孫
結
婚
す
は
る

ば
る
彼
と
訪
ね
く
れ
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

芝
田
ユ
ク
子 

 

あ
と
三
年
頑
張
る
べ
き
か
手
放
す
か
な

け
れ
ば
不
便
あ
れ
ば
心
配 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
部
紀
義 

  
 

 

お
く
や
み 

 

令
和
7
年
11
月
20
日 

か
ら
12
月

19
日
の
間
に
左
記
の
会
員
の
ご
逝
去

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 
 
 

鈴
木   

登 

様(

90) 

初
香
台
地 

 

福
井 

匡
恵 

様
䥹
84
䥺
下
垣
内
地
区 

 

中
野 

量
子 

様
䥹
99
䥺 

椿
井
地
区 

 

一
ノ
瀬 

清 

様
䥹
89
䥺
若
葉
台
地
区 

 

山
本 

千
代 

様
䥹
85
䥺
月
見
台
地
区 

 
 
 

巽 
  

芳
正 

様
䥹
88
䥺 

上
庄
地
区 

 
 
 
 

和
泉 

和
枝 

様
䥹
87
䥺
春
日
丘
地
区 

 

藤
原 

方
乃 

様
䥹
92 

春
日
丘
地
区 

 

永
岡 

松
子 

様
䥹
86
䥺 

椿
台
地
区 

 
 
 
 生

前
を
偲
び
䣍
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
䣎 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

 
 

 

11
月
号
お
く
や
み
に
誤
り
が
あ
り
ま 

し
た
䣎
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
䣎 

 

岡
田 

喜
代
治 

様
䥹
91
䥺
椹
原
地
区 

 

誤 

岡
田 

 
 

正 

岡
村 

 
 
 
 植

田 

伊
和
男 

様
䥹
92
䥺
椹
原
地
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

誤
䥹
92
䥺 

 

正
䥹
80
䥺 


